
      日本一のバリアフリー観光県推進宣言 

 
 

 伊勢音頭に「せめて一生に一度でも」と謡われたお伊勢参りに、

数多くの参拝客が訪れることができたのは、旅行業のルーツともい

われる御師（おんし）による参拝や宿泊の世話、街道沿いの先人た

ちのあたたかい手助けのお蔭があったからと言われています。 

 時代は下り、障がい者のみならず、誰にとってもやさしいまちづ

くりにつながるバリアフリー観光の推進に、伊勢志摩バリアフリー

ツアーセンターが先駆的な活動を始めてから 11年が経過しました。 

三重県民は、先人のおもてなしのこころを継承し、ホスピタリテ

ィに満ちた三重の観光を磨き上げるため、県民、観光事業者、行政

が協創しながら、日本一のバリアフリー観光を推進する県であるこ

とを、記念すべき第 62回神宮式年遷宮を迎えようとする平成 25年

6月、ここ伊勢の地において宣言します。 

 
  

  平成 25年 6月 21日 

                三重県知事  鈴木 英敬 

 


